
　

中
里
市
議
は
、平
成
19
年
４
月
の
初
当
選
以
来
、

国
や
市
な
ど
に
積
極
的
に
提
言
を
行
い
、と
り
わ
け

市
内
で
最
も
人
口
が
多
い
緑
区
に
お
い
て
、さ
ら
な

る
区
政
の
発
展
と
区
民
の
福
祉
の
向
上
の
た
め
、精

力
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

現
在
、中
里
市
議
が
推
し
進
め
て
い
る
の
が
、み

ど
り
市
民
病
院
の
鳴
海
駅
前
へ
の
移
転
改
築
で
す
。

　
鳴
海
駅
前
北
部
エ
リ
ア
の
再
開
発
と
い
う
の
は
実

に
30
年
近
く
手
付
か
ず
で
放
置
さ
れ
お
り
ま
し
た
。

　
「
鳴
海
駅
前
の
再
開
発
は
ど
う
な
っ
と
る
ん
だ
！

い
つ
ま
で
更
地
で
放
っ
て
お
く
ん
だ
！
」と
中
里
市

議
は
議
員
に
な
っ
た
時
か
ら
区
民
に
半
ば
お
叱
り

に
近
い
要
望
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

　

中
里
市
議
は
こ
の
先
送
り
に
さ
れ
続
け
た
こ
の

鳴
海
駅
前
再
開
発
に
真
摯
に
向
き
合
い
、失
わ
れ
た

30
年
を
取
り
戻
す
べ
く
命
懸
け
で
行
政
を
動
か
し
、

心
血
を
注
い
で
ま
い
り
ま
し
た
。そ
の
結
果
、み
ど
り

市
民
病
院
の
鳴
海
駅
前
へ
の
移
転
改
築
と
い
う
答

え
を
導
き
出
し
ま
し
た
。

　
み
ど
り
市
民
病
院
は
、施
設
・
設
備
の
老
朽
化
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、鳴
海
駅
前
へ
の
移
転
改

築
に
よ
り
、地
域
の
医
療
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
質
の

高
い
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
、実
施
設
計
完
了
後
、移
転
改
築
に
向
け
た

工
事
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、中
里
市
議

は
、令
和
12
年
度
に
は
開
業
で
き
る
よ
う
、今
後
も

市
に
対
し
て
精
力
的
に
提
案
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、み
ど
り
市
民
病
院
の
移
転
改
築
後
に
大
き

な
課
題
と
な
る
の
が
、み
ど
り
市
民
病
院
の
跡
地
を

ど
う
活
用
し
て
い
く
か
。み
ど
り
市
民
病
院
の
周
辺

は
、多
く
の
区
民
が
お
住
い
の
住
宅
地
と
な
っ
て
お

り
、そ
の
よ
う
な
地
域
に
生
じ
る
広
大
な
土
地
を
有

効
活
用
し
な
い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、中
里
市
議
が
訴
え
て
い
る
の
が
、緑
区

役
所
の
み
ど
り
市
民
病
院
跡
地
へ
の
移
転
改
築
で

す
。緑
区
役
所
は
築
50
年
が
経
過
し
て
い
る
市
内
で

も
３
番
目
に
古
い
区
役
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。市
内

で
も
最
多
の
人
口
を
誇
る
緑
区
に
ふ
さ
わ
し
い
区
役

所
に
な
る
よ
う
、こ
れ
ま
で
も
中
里
市
議
は
市
に
対

し
て
早
期
の
改
築
を
要
望
し
て
き
ま
し
た
が
、み
ど

り
市
民
病
院
跡
地
へ
の
移
転
改
築
は
、多
く
の
区
民

の
利
便
性
向
上
に
つ
な
が
る
極
め
て
有
効
な
施
策

と
い
え
ま
す
。

　

今
後
、緑
区
に
お
け
る
区
政
の
発
展
と
福
祉
の
向

上
に
大
い
に
資
す
る
取
り
組
み
と
な
る
、み
ど
り
市

民
病
院
と
緑
区
役
所
の
移
転
改
築
。そ
の
早
期
実
現

に
向
け
、中
里
市
議
は
こ
れ
か
ら
も
全
身
全
霊
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

鳴海駅北部エリア

みどり市民病院・緑区役所・鳴海駅前みどり市民病院・緑区役所・鳴海駅前
が生まれ変わる！が生まれ変わる！

区
政
の
命
運
を
か
け
た

３
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
今
、始
ま
る！

みどり市民病院

　
市
民
病
院
と
区
役
所
と
い
う
生
活
基
盤
の

中
枢
を
担
う
施
設
の
移
転
改
築
は
、も
は
や
区

政
の
命
運
を
か
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
ま

す
。そ
こ
に
長
年
の
懸
案
だ
っ
た
鳴
海
駅
前
開

発
も
加
え
た
3
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
同
時
に
解

決
す
る
と
い
う
ま
さ
に「
ウ
ル
ト
ラ
C
級
の
離

れ
業
」を
や
っ
て
の
け
ら
れ
る
の
は
中
里
市
議

を
お
い
て
ほ
か
に
お
り
ま
せ
ん
。

緑区役所

※個人情報保護法に尊守して、個人データの漏えい、滅失または毀損の防止、その他個人データの安全管理の為に必要且つ適切な措置を講じます。

お気軽にお立ち寄りください。

至星崎

至徳重

至鳴子

至緑区役所

緑市民病院 JA緑本店
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どんな小さな問題でも
法律・公害・建築・防犯・交通・医療・日照問題・
公庫融資等お気軽に御連絡下さい！！
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中里高之 略歴 中里高之 主な役職

昭和62年 4月
　
平成 8年11月
　
平成12年 8月
　
平成14年
平成19年 4月
平成22年 2月
平成22年 5月
平成23年 3月

大学卒業後　
衆議院議員 片岡武司（旧愛知6区）秘書
国務大臣 北海道・沖縄開発庁 長官
衆議院議員 稲垣実男（東海比例区）秘書
内閣官房副長官 参議院議員　
鈴木政二（愛知選挙区）秘書
自民党愛知県連 秘書会 会長
名古屋市会 初当選
自民党 愛知県連 青年局長
自民党 緑区支部長
名古屋市会 二期目当選

平成25年 5月
平成27年 4月
平成28年 5月
平成30年 6月
平成31年　4月
令和元年　5月
令和 2年　5月
　　　　 12月
令和 5年　4月
　　　　 5月
令和 7年　4月

自民党 名古屋市議団 政調会長
名古屋市会 三期目当選
自民党 名古屋市議団 幹事長
名古屋競輪組合議会 議長
名古屋市会 四期目当選（名古屋市緑区トップ当選）
名古屋市監査委員
第95代 名古屋市会議長
名古屋市会議員熱田神宮に参拝する会 会長
名古屋市会 五期目当選（名古屋市緑区トップ当選）
名古屋市会日韓議員連盟 会長
名古屋市ラグビーフットボール協会 会長

昭和39年5月2日生。愛工大名電高校卒（硬式野球部）／愛知工業大学卒（硬式野球部・全国優勝）  妻との2人家族 愛知県野球協議会 顧問
名古屋市相撲連盟 会長
名古屋市ラグビーフットボール協会 会長
名古屋市会日韓議員連盟 会長
名古屋市会熱田神宮に参拝する会 会長
都市農業振興名古屋市会議員連盟 会長
日本会議指定都市議員連盟 副会長
愛知県・名古屋市・社交飲食業
生活衛生同業者組合 顧問

　リニア時代の到来に向け、現在、名古屋市では名古屋駅のスーパー
ターミナル化や駅前広場の整備など、名古屋駅周辺のまちづくりに取
り組んでいます。
　そのような中、課題となっているのが、リニア効果をどう市内全域に
波及させていくか。その課題を解決するため、現在、名古屋市が取り
組んでいるのが「名古屋城から熱田神宮までの南北の歴史軸を活か
したまちづくり」です。これは、名古屋城近辺の三の丸地区、熱田神宮
を有する熱田地区、名古屋城と熱田神宮を結ぶ金山地区を軸として、
歴史観光を推進していく取組です。
　現在、NHKの大河ドラマ「豊臣兄弟！」が放送されており、本年1月
に開館した「豊臣ミュージアム」は入館者数10万人を突破しました。
この千載一遇の機会を逃すことなく、南北の歴史軸だけではなく、桶
狭間、有松、鳴海、大高といった歴史資源が豊富な緑区にも波及効果
が及ぶよう、中里高之議員は歴史資源を活用したまちづくりを推進し
てまいります。

名古屋城から熱田神宮までの南北の歴史軸を活かしたまちづくり名古屋城から熱田神宮までの南北の歴史軸を活かしたまちづくり
～大河ドラマを契機に、名古屋市を日本有数の歴史観光都市へ～

　有松地区は、伝統的建造物群保存地区であり日本
遺産に認定されています。名古屋市は観光拠点化を進
めるため、令和8年度は地域や民間と連携し、文化資
源を活用した取組などに1,700万円の予算を計上し
ました。さらに鳴海、大高、桶狭間など、緑区内には多
様な歴史的資源があります。
　中里高之議員は、これらを結びつけることで緑区全
体が名古屋市有数の歴史観光地となるポテンシャル
を秘めていると考えています。緑区全体を一大歴史観
光拠点としてインバウンド需要を高め、市内経済の活
性化を図るため、これからも歴史資源を活用したまち
づくりの推進に尽力してまいります。

あつたnagAya外観

これまでの「官庁街」という
役割から、リニア時代のあ
いち・なごやの新たな顔と
して成長・発展させていく
ため、公民共創のまちづく
りを推進します。

【名古屋城三の丸地区】
都市機能の集積や多
様な文化芸術に触れ
られるウォーカブルな
まちの形成を目指し、
地域全体の価値向上
やブランディングを図
ります。

【金山地区】
熱田神宮周辺で門前
町・宿場町としての機能
を再生し、日本の、世界
の目的地となる「あつた」
を目指します。

【熱田地区】

金山地区まちづくりイメージ三の丸地区俯瞰図

有松地区の観光拠点化に向けた事業が拡大！
～鳴海・大高・桶狭間と併せ緑区を一大歴史観光拠点に～

有松景観

有松・鳴海絞り

名古屋市役所

　

令
和
８
年
７
月
、国
に
お
い
て
、「
副
首

都
法
」が
成
立
し
、今
後
、副
首
都
地
域
の

指
定
な
ど
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
決
ま

り
ま
し
た
。副
首
都
地
域
と
は
、東
京
圏

と
並
ん
で
国
の
経
済
成
長
を
牽
引
す
る
と

と
も
に
、災
害
等
の
発
生
に
よ
り
首
都
中

枢
機
能
の
全
部
又
は
一
部
の
機
能
を
維
持

す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
に
、そ

の
機
能
を
代
替
す
る
副
首
都
機
能
を
整

備
す
る
地
域
で
す
。

　

具
体
的
な
指
定
の
要
件
は
10
月
下
旬

を
め
ど
に
国
に
お
い
て
決
定
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、副
首
都
地
域
に
指
定

さ
れ
た
場
合
、災
害
等
の
発
生
に
よ
り
首

都
中
枢
機
能
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難

と
な
っ
た
際
に
備
え
、必
要
な
施
設
の
確

保
や
体
制
を
整
備
し
て
い
く
と
と
も
に
、

規
制
緩
和
の
推
進
な
ど
も
行
わ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　

中
里
市
議
は
、国
の
出
先
機
関
が
集
ま

り
、東
海
道
新
幹
線
、高
速
道
路
網
、国
際

港
湾
や
国
際
空
港
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
ア
ク

セ
ス
が
至
便
で
あ
る
こ
の
愛
知
・
名
古
屋

こ
そ
副
首
都
の
本
命
と
考
え
、積
極
的
に

提
言
等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。副
首

都
に
つ
い
て
は
、首
都
機
能
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
担
う
だ
け
で
は
な
く
、都
市
ブ
ラ
ン

ド
の
向
上
や
都
市
機
能
の
強
化
、産

業
の
発
展
、ま
ち
の
魅
力
向
上
に
も

資
す
る
取
り
組
み
で
あ
り
、名
古
屋

市
民
に
と
っ
て
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
、愛
知
・
名
古
屋
で
は
、副
首

都
へ
の
指
定
に
向
け
、愛
知
・
名
古
屋

副
首
都
連
携
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、

副
首
都
の
指
定
要
件
な
ど
の
情
報
収

集
や
分
析
を
行
い
、副
首
都
の
指
定

に
必
要
と
な
る
県
・
市
で
の「
連
携
協

約
」の
準
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、愛

知
・
名
古
屋
の
特
徴
を
踏
ま
え
た
副

首
都
の
姿
の
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

中
里
市
議
は
、愛
知
・
名
古
屋
の

発
展
に
資
す
る
こ
の
千
載
一
遇
の
機

会
を
逃
す
こ
と
な
く
、副
首
都
指
定

に
向
け
た
取
り
組
み
を
一
層
推
進
す

る
よ
う
、積
極
的
に
市
に
働
き
か
け

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ついに本命が
名乗り

ついに本命が
名乗り

愛知・名古屋を副首都へ！
～副首都指定による都市機能の強化・名古屋ブランドの魅力向上へ～

（2） 自 　 由 　 市 　 民 第1578号令和8年  10月2日 　　（毎月8・18・28日　発行）
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